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ＪＲ東海労働組合

８月１～２日、長野県大鹿村で開催された、「リニア・市民ネット」主催の

「リニア中央新幹線現地ｉｎ大鹿村」学習・見学会において、ＪＲ東海労は、

当該企業の労働組合の立場で、経営への影響、安全面の課題、技術的課題など、

多くの問題点が解決され

ておらず、反対の意思を

表明していることを報告

してきました。

学習会を取材していた

報道関係者から、ＪＲ東

海の労働組合が参加した

ということで注目を集め

ました。参加者、マスコ

ミ関係者に対し、私たち

は、単に「反対」という

ことのみを主張している

のではなく、会社の主張

する、「バイパスの必要

性」が、現時点、リニア

に固執して進めなければ

ならないほど急務なもの

ではなく、他の方法にお

いても、充分クリアーで

きることなどを訴え、地

元の意見を無視した強引

な進め方の問題や、安全

の問題、働く者への影響

などの観点から、反対し

ていることを説明してき

ました。さらに、労働組

合に対する情報開示が非

常に弱く、必ずしも労使

が一体で進められている

わけではないことを強く

訴えてきました。8月3日・信濃毎日新聞


